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1-2-4 歩行者・自転車 

(1) 歩行環境 

◇ バリアフリー化や冬期路面対策などの課題が残る歩道整備。 

・歩道のバリアフリー化に取り組んでいるが、整備率は未だ低い。 
・冬期はつるつる路面による転倒事故が多く発生している。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：新・札幌市バリアフリー基本構想（2008年（平成 20年）） 
図 1-77 歩道のバリアフリー化整備状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：さっぽろウィンターライフ推進協議会サイト 
図 1-78 札幌市内冬期転倒事故の救急搬送者数とスパイクタイヤ装着率の推移 
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(2) 自転車 

◇ 都心周辺や駅乗り継ぎで自転車が増加。駅駐輪場整備や走行空間整備に課題。 

・自転車は、都心周辺や駅乗り継ぎの交通手段として増加傾向。（前述） 
・通勤、通学では、自転車利用後に地下鉄、ＪＲに乗り継ぐ需要が 25%前後見られる。 
・鉄軌道と乗り継ぐ自転車が増加するなか、駅での駐輪場整備が追いつかない状況にある。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：道央都市圏パーソントリップ調査（2006年） 

図 1-79 目的別自転車利用後手段の構成比（札幌市内着自転車集計） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：札幌の都市交通データブック 

図 1-80 駅周辺での駐輪台数と駐輪場整備状況 
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◇ 自転車の車道走行ルールを知っていても、危険の不安から歩道を走行。 

・自転車は本来車道を走行するべきことを認識しているものの、車道では自動車との交錯の危険

を感じるため、歩道を走行している利用者が多い。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 19年度札幌市市政世論調査 

図 1-81 市民の自転車利用の現状 
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(3) 歩行者・自転車の安全確保の課題 

◇ 歩行者・自転車と自動車の事故や、歩行者と自転車の接触の問題がある。 

・交通事故死者は、人対車両事故によるものが 50%、自転車×車両事故によるものが 12%を占め
ている。 
・事故数として顕在化していないが、歩行者と自転車の接触も課題である。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：市民まちづくり局地域振興部区政課 

図 1-82 交通事故死者の事故類型構成比 ～過去５年間（H16～20） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：札幌市市政世論調査（H19） 

図 1-83 自転車に迷惑または危険を感じた経験の有無  
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1-2-5 広域交通（空港・港湾・新幹線） 

(1) 地域間の人・物・車の動き 

◇ 道内外の各地と、人・物・車が行き交う札幌市。 

・貨物については、道央圏と道内道外と多くの流動があり、北海道内々及び内外貨物の約４割が

道央圏で発生・集中し、北海道の経済活動を牽引する役割を担っている。 
・平日の自動車流動は、札幌市、旭川市などの圏域中心都市間の交通が多く、札幌では道内各地

との交通が多い。 
 

凡　例
地域間流動

119,859

9,441

道　　　　外

3,053

2,187

3,336

15,255

2,000 - 5,000

5,000 - 10,000

10,000 - 100,000

100,000 -

(千トン）

225,661

3,509

札幌

室蘭

帯広

釧路

北見

旭川

函館

凡　例

20000-�

15000-20000

10000-15000

-10000

地域間流動(千人/年)

539.485

439,407

260,547

2,165,259�

28,096

道　　　　外

17,366

11,476

9,265

道北

道南

道央 道東

 
札幌ブロック発着貨物流動量（全交通機関）      道央発着旅客流動量（全交通機関） 

図 1-84 旅客流動・物流の動き 資料：貨物・旅客地域流動調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H17 道路交通センサス（国土交通省道路局 

図 1-85 旅客流動・物流の動き 
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(2) 空港 

◇ 道内旅客の７割を占める新千歳空港だが、札幌都心との自動車アクセスに課題。 

・道内航空旅客人員の７割を新千歳空港が占めている。 
・新千歳空港と札幌都心を車で移動する場合、平日で 70分程度、休日で 60分程度かかる。 
・2010年７月に A-netが丘珠空港から新千歳空港へ変更したため、現在の丘珠空港の就航路線は

HACの函館線と釧路線の２路線のみとなった。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

資料：数字で見る北海道の運輸       資料：平成 17年度道路交通センサスによる独自集計 
図 1-86 道内空港別旅客シェア       図 1-87 札幌都心～新千歳空港の所要時間 

（2008年（平成20年））           （高速道路利用、都心側利用IC別） 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：数字で見る北海道の運輸、各空港時刻表（2010年 7月現在） 

図 1-88 北海道の航空路（左：道外路線、右：道内路線） 
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(3) 港湾 

◇ 道内で大きなシェアを占める苫小牧港。陸上輸送路の強化が課題。 

・港湾貨物の取り扱い量では、苫小牧港が大きなシェアを占めている。 
・国土交通省では、国際競争力強化のため、国際標準コンテナ車が積み替えなく通行できる幹線

道路ネットワーク（国際物流基幹ネットワーク）の確保に取り組むこととしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：北海道港湾統計年報（平成 20年） 

図 1-89 道内港湾別取り扱い貨物量シェア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国土交通省北海道開発局 

図 1-90 国際物流基幹ネットワーク 
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(4) 北海道新幹線 

◇ 新青森～新函館間は着工済み。札幌延伸では交流の拡大と経済効果に期待。 

・新青森～新函館間は 2005年（H17年）に工事着工している。 
・札幌延伸により東北地方と短時間で移動できるようになることから、北海道・東北間の交流が

1.5倍に拡大し、年間約 1,400億円の経済効果が生じると予測されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：札幌市市民まちづくり局新幹線推進室 
図 1-91 北海道新幹線の計画 

 
表 1-1 北海道新幹線の札幌延伸時の主要都市間移動時間比較 

 
 
 
 
 
 
 

資料：北海道経済連合会調査報告書(H18) 

 
 
 
 
 
 
 

資料：北海道経済連合会調査報告書(H18) 

図 1-92 北海道新幹線の札幌延伸による効果 
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北海道･東北地方の経済交流活性化 
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